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CSISジオコーディングサービスの活用
（国土地理院・地理院地図での利用例）

Source: https://maps.gsi.go.jp/

※逆ジオコーディングとしてもAPI上で稼働
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＜参考＞GeoNLP: 文章から自動的に地名や住所を抽出する研究
＆地名解析辞書の提供システム（国立情報学研究所ほか）

Source: https://geonlp.ex.nii.ac.jp/

https://geonlp.ex.nii.ac.jp/
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CSISジオコーディングサービスによる
変換レコード数の推移
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近年の利用実績
（2019年1月〜11月時点）

• 利用ユーザー数
• 約10万（1日平均約300ユーザー）

• 変換アドレス件数
• 約7億446万レコード（1日平均約200万レコード）

• 「地理院地図」経由の検索数（上記とは別集計）
• 約1,573万レコード（1日平均約47,000レコード）
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「デジタル地図」を活用した農地情報に
おける期待・課題（1）
1. 筆ポリゴンデータへ台帳で一般的に使われる住所
データの付与（逆ジオコーディング or 行政データとの
マッチング）

2. 筆ポリゴンと農地ポリゴン
データとの突合

▲第1回検討会資料より

緯度：34.2288894
経度：134.3414583 ○○市 ○丁目 ○番
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「デジタル地図」を活用した農地情報に
おける期待・課題（2）
3. 農地台帳と筆ポリゴンとの紐付け

• IDや土地の履歴管理をどのように扱いやすく有するか
（データとしての持ち方の一般的な課題として）

• 同じ筆を表す複数の台帳データ（住所）のデータベース・デザイン

4. 最終的には農地台帳等の各台帳同士の紐付けまで
• ジオコーディングでは表記ゆれによるミスマッチング等もあるので、
台帳ごとの住所表記の細かさや難易度を元にユースケースを整理

○○市 ○丁目 ○番

・A台帳上
○○市 ○丁目 ○地区 イ－801

・B台帳上
○○市 旧○○町 1234号

筆B

筆C

・農地台帳上
○○市 ○丁目 ○番 ２の３筆A

・△△台帳上
○○市 旧○○町 1234号
○○市 旧○○町 1235号
○○市 旧○○町 1236号

・農地台帳上
○○市 ○丁目 ○番 ２の１
○○市 ○丁目 ○番 ２の２
○○市 ○丁目 ○番 ２の３ 筆A

筆A 筆B 筆C

・農地ポリゴン上
農P

農Q
農R
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おわりに
• 農地情報のデジタルデータは、地理空間情報*の活用
全般において重要な資源

• ジオコーディング(逆ジオコーディング）の正確性を
上げる上でも「辞書」にあたるデジタルデータとして
台帳上の住所も同様に重要。

• 農地台帳等の各台帳同士の紐付けについては、筆ポリ
ゴンや農地ポリゴンなど空間データの充実と同時に
データの履歴管理・ID体系の整理も重要

• 複雑な管理体系や状況もあるので、ネット環境も含め
比較的データ連携のしやすい市町村や集落でPoC的に
検討・作業量の検証が必要

*: 地理空間情報活用推進基本計画（2017年3月）でも、農地情報や土地分類・土地利用情
報が、他のデータとともにG空間社会の実現を下支えする地理空間情報である、と規定
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以下、参考資料
http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/

http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/
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CSISのミッション
1. 空間情報科学の創生、深化、普及

- 先端的研究を実施して拠点の形成
- 空間情報科学の創成、深化、普及

2. 研究用空間データ基盤の整備
- 空間データを整備し、利用できるシステムを開発、

実装し、空間データを利用する多くの分野の研究を支援
3. 産官学共同研究の推進

- 産官学の共同研究をはぐくむ場を提供
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http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/japanese/research_activities/joint-research.html

概ね1年を通していつでも申請可能
申請からデータ入手すべてオンラインで完結

http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/japanese/research_activities/joint-research.html
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